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次期教育用電子計算機システムの概要

次期教育用電子計算機システムの概要

井上　仁*

1.はじめに

九州大学情報基盤センターでは,全学で利用する情報教育のための教育用電子計算

機システムを提供しています。教育用電子計算機システムは,計算機を専門としない学

生-の一般情報教育を目的とする学内共同利用施設であり,情報基盤センターが運営

しています(以下「箱崎システム」という)。また,大橋地区に設置されている芸術工学府・

芸術工学部の専門教育のための教育用電子計算機システムは,平成15年10月の大学

統合により,情報基盤センター大橋分室として位置づけられましたが,実質的には,芸術

工学府デザイン基盤センター情報基盤室が運営しています(以下「大橋システム」とい

う)0

この二つの教育用電子計算機システム(以下「教育用システム」という)は,どちらも平

成17年3月にシステムが更新されます。本来,用途の異なるシステムのため,装置の性

能やインストールされるソフトウェアが異なるのですが,ファイルサーバ等の資源の有効利

用を図るために,ひとつのシステムとして調達を進めました。入札の結果, 10月1日に富

士通株式会社の落札が決定しました。

機種が決定したばかりであり,次期システムに対応した利用の手引きは来年3月に向

けてこれから作成し,また詳細な情報は今後お知らせしていくことにして,本稿では速報

として次期システムの概要を紹介します。

2.次期教育用システムの概要

次期教育用システムの概要を一言でいえば,機種の変更とパーソナルコンピュータの

オペレーティングシステムが　　　　　　から　　　　　　　　　　　になっただけで,

基本的に現行システムとほぼ同様の機能・操作になります。ただし,個人の資源管理等

現在運用方針を検討しているため,次期システムでは,環境が若干変更になる可能性が

あります。
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3・次期教育用㌢ステムの構成
教育用システムは,利用者システム,ホスト計算機シ云テム,運用支援システム,ネット

ワーク機器等から構成されますが,本稿では利用者に直接関係のある利用者システムと

ホスト計算機システムについて説明します。

3.1利用者システム

利用者システムは,パーソナルコンピュータ　　とプリンタから構成されます。利用者シ

ステムを設置している教室の場所を表1に示します。

表1教育用システムの設置教室

各教室に設置しているPCは,現在の518台(箱崎システム398台+大橋システム120

台)から　　台(箱崎システム448台+大橋システム150台)になります。 PCの設置台数と

プリンタの種別と設置台数を表2に示します。

PC　は,箱崎システムの主な用途が一般情報教育であることから

モデル　:　　　　　　　　　　メモリ　　　　を導入し,

大橋システムではグラフィックス等の高速性が要求されることから
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次期教育用電子計算機システムの概要

モデル　:　　　-　　　　　メモリ　　　を導入してい

ます。

プリンタは,箱崎システムでは現行システムから台数が減っていますが,高速印刷,逮

続給紙できる大量トレイの装備,代替プリンタ-の自動出力(現行システムでは,利用者

が手動で切り替え) ,ネットワーク経由によるインクトナー等の状態監視による保守性の向

上等,現行システムに比べて可用性が上がると思われます。

表2　各教室のPCとプリンタ台数
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各地区のPCにインストールしている主なソフトウェアを表3に示します。

文 農 病 六 大

セ:情報基盤センタ一　　　文:文系地区分室　　　農:農学部分室

病:病院地区分室　　　　　六:六本松地区分室　　大:大橋地区分室

※1 60台のPCで同時に利用可能である。

※2　5台のPCで同時に利用可能である。

※3　75台のPCで同時に利用可能である。
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3.2ホスト計算機システム

ホスト計算機システムは,アプリケーション用サーバ,情報提供用サーバ,ファイルサー

バから構成されます。

アプリケーション用サーバ

:　　　　　　　　×4,メモリ

情報提供用サーバ

:　　　　　　　　　　　メモリ

ファイルサーバ

NRIOOO F240

アプリケーション用サーバは,現行システムのahというサーバに相当します。主な言語

処理系として　　　　　　ライブラリとして科学計算ライブラリ　　　と　　　　　　が

利用可能です。

情報提供用サーバは,授業担当教員および学生用のWebサーバと　　　サーバとし

て機能します。メールクライアントは,自宅等の教育用システム以外のPCから利用できる

ように,現行システムと同様にWebベースの　　　　　を導入しています。

ファイルサーバは,実効容量約2TBのファイルサーバ専用のシステムであり　　　の

インタフェース4本で学内ネットワークに接続されています。

4.おわリに

次期教育用システムの概要を速報として簡単に説明しました。次期システムの詳細に

ついては,次回の広報で改めて解説をします。また, 3月には利用の手引きを発行する

予定です。また,教育用システムの以下のWebページにも次期システムの詳細と現行シ

ステムとの相違・移行について随時紹介していきます。

http://www.cse.ec. kyushul-U.aC.j p/newsystem/

現在, 3月からの運用に向けて,利用方針の検討,システムの構築を行っているところ

です。 PCやアプリケーション用サーバには,授業をされる先生のご要望に応じて,部局

で購入されたソフトウェアあるいはフリーソフトウェアを設定します。ソフトウェアの設定の

必要な方は,情報基盤センター教育用システム受付にご連絡ください。

教育用システム受付　　　　　　　　　　　　　　　　J
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次期教育用電子計算機システムの概要

箱崎システム概念図
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大橋システム概念図
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